
別紙１（様式） 作成日　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　　　（№　　　　　　）

知 徳 体

４（１　） 土佐清水市立窪津小学校　＊学校番号（　　　）

校長 山﨑修二 教頭 渡辺昌幸
主幹
教諭

指導
教諭

学  校  経  営  計  画（平成２６年度～平成２８年度） 教職員数 3 学級数 １（１　） 児童・生徒数

学校教育目標 よりよい未来に向けて主体的に社会に参画する人間の育成 研究主題 思いやりの心をもち、

学校図書館
担当

高坂昌子
体育
主任

渡辺昌幸
生徒指導

担当
渡辺昌幸

教務
主任

渡辺昌幸
研究
主任

高坂昌子
道徳教育
推進教師

渡辺昌幸
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Ⅱ 学 校 経 営 基 本 方 針
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年
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Ⅰ 学 校 経 営 理 念 Ⅲ 中 期 学 校 経 営 基 本 方 針（１年目～３年目） Ⅳ 中 期 目 標 指 標（３年目） Ⅵ 経 年 に お け る 検 証 ・ 評 価
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（１）完全複式学級の学級経営の研究と授業での指導法の工夫改善に努め、学力の基礎・基本の
定着を図り、学力・体力の向上を図る。
（２）特別支援教育の充実と特別支援教育の視点にたった教育内容の推進を図る。
（３）「生きる力」を育むことを目指し、「自ら考える力の育成」「基礎的・基本的な内容の確実な定着」
「子どもの個性を生かす」ことなどを重視し、日々の実践に努める。
（４）教育専門職としての理論的、実践的研究を深めると共に、本校教職員としての使命と責任を自
覚し、協力と連帯を大切にしながら、教育を推進する。
（５）学校と家庭や地域などの連携を密にして、教職員と保護者が信頼し合う、人間関係の中で教育
を推進する。（保護者や地域の人々などとよりよい関係をつくり信頼される学校）
（６）明るく、元気に満ち、穏やかな中にも秩序があり、環境整備がなされている学校を目指す。
◇児童像（１、考える子　２、思いやる子　３、頑張る子）
◇教師像（１、人間性豊で、想像力のある教師　２、専門性を高め、実践的指導力のある教師　３，
子ども・保護者、地域から信頼される教師）

　学校は憲法の精神のもと、教育基本法及び学校教育法その他の法令等にもとづき、健康で豊か
な人間性と実践力を身に付けた、「平和で民主的な社会」を築く一員としての児童の育成を目指さな
ければならない。児童がそれぞれの発達段階において、将来の自己実現に向かって主体的に取り
組むことが一人ひとりの人格の完成にとって大切である。新たな２１世紀を生きる児童の個性と能
力を最大限開化させるための教育創造に取り組むことが大切である。また、学校には「チームで対
応する力＝組織力」が求められる。その背景として多様化・複雑化する学校教育課題あるいは教員
の年齢構成の変化、学び方の変化に伴う教育方法の開発や教員同士の学び合い、専門的知識・
技能をもった専門家の必要生が考えられる。こうした観点から学校経営の理念の中心を以下の三
点を柱としたい。
１、主体的に社会に参画する児童の育成
２，自分の将来をしっかり考えられる児童の育成
３，地域を知り、地域を大切にする児童の育成

（１）各教科の指導の充実と改善
・基礎的、基本的な知識・技能の確実な定着を図るために、指導と評価を一体化さ
せた指導を充実する。
・個々の興味・関心や習熟の程度に応じたよりきめ細かな指導を行う。
・言語活動を重視した児童相互の学び合いを工夫して実施する。
・学習意欲の向上と自ら学ぶ態度を育てるために、ICT機器の活用や、家庭と連携
した学習意欲の確立を図る。
・特別支援教育の充実とその視点にたった教育内容の推進を図る。
（２）道徳教育の充実
・人を思いやることや誠実に生きることの大切さ、生命のかけがえのなさや規範意
識の価値を一人ひとりの児童が自覚し、確かな道徳的実践力が身につくよう、道徳
の時間を全教育活動における道徳教育の要とする。
・道徳教育推進教師を中心とし、全教職員が組織的に取り組む。
・家庭や地域社会との共通理解・連携を図る。
（３）人権教育の推進
・教育活動を通じて、人間尊重教育を進め、人権意識の向上を図る。
・人権教育学習の計画的、系統的な指導に努め、差別をしない、させない、許さな
い子どもを育る。
・教師の人権教育観を確立するとともに地域社会との連携を深める。
（４）特別活動の充実
・児童間で確かな人間関係を育み、一人一人が充実した学校生活を送ることができ
るよう話し合い活動、集会活動、委員会・クラブ活動において自発的・自治的な活
動を工夫する。
・学級や学校の一員としての自覚を深め、協力してよりよい生活を築こうとする態度
が身につくよう、各教科、道徳の学習や外国語活動、行事との関連を図った指導を
充実する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･
集団の一員としての自覚を深め協力する態度、責任感、連帯感を育てる。
・学級、学校の質的向上と充実を図る。
（５）体力づくり
・健康・安全指導の徹底・体力の向上を目指した取り組みをする。

（１）各教科の充実と改善
◇各学年の学習内容が定着している。
＜・各教科の到達目標100％達成　・全国学力テストAB問題とも全国平均以
上＞
◇複式授業のスタンダード化できている。
◇学習に主体的に取り組むことができている。
＜・授業が楽しいと評価している児童100％　・授業が分かると評価している児
童の割合100％　　・家庭学習時間目標達成者の割合100％　・自主学習に全
児童が取り組む100％＞
◇個々の児童のニーズにあった教育推進ができている。
（２）道徳教育の充実
◇道徳的心情を児童一人ひとりがもっている。
＜・道徳意識調査では、全項目平気委3.5以上（満点4）＞
◇学校の教育活動全体を通じて道徳教育の推進ができている。
◇道徳を計画的に行えている。＜・年間計画が予定通りできている。＞
（３）人権教育
◇学校教育全体を通じ人権教育が行われている。
◇人権意識調査では、人権は大切なものであるととらえている。
＜・意識調査、全項目3.5以上（満点4）＞
（４）特別活動の充実
◇学校・学級生活において、仲間意識を大切にする心をもち、主体的に活動
できている。
＜・Q-Uテスト満足群の割合100％＞
◇外国語学習に意欲的に取り組めている。
＜・外国語が好きな児童100％＞
（５）体力づくり
◇日常生活の中に運動習慣を位置づけて生活できている。
＜・運動量一日60分以上　・運動好きな児童の割合100％＞

成果や課題を分析し、改善すべき点

）
１ 平成２６年４月当初の学校の状況（課題は何か） ２ 具体的な到達目標（あるべき姿、望ましい状態） 中間検証時の状況 及び 考察 平成２６年度末の検証（到達状況及び次年度に向けて）

１、学年の学習内容を十分理解することができている。教科到達目標達成
者100％
２、授業力診断において全項目平均３．５以上
３、学習内容がわかると評価している児童の割合１００％
４、複式授業のスタンダード化ができている。
５、全児童が家庭学習及び自主的学習にできる学習習慣がついている。
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１、日常生活に読書習慣がついていて、一日30分以上の読書をしている。
２、道徳的心情・態度をもって生活できている。道徳意識調査では、他者や
社会との関わりにおいて、まわりをしっかり見つめ節度ある態度がとれてい
る。（平均3.5以上　満点4）
３、自己肯定感をもって主体的に行動できる。
４、将来の自己目標をしっかり語ることができる。
５、学級生活を満足して送っている児童の割合100％
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１、運動をする時間を設定し、日頃から体を鍛える取り組みを進める。ま
た、体育授業の改善を行い、体力テストでは全児童B判定以上を目指す。
２、学校だけの体育の取り組みではなく、日常生活に運動をする時間を位
置づけた生活を送ることができる。生活実態調査では、毎日の運動量を60
分以上（1日）
３、早寝・早起き・朝ご飯や適度な運動を行うことで、体の基本バランスを保
つという基本的生活習慣を意識した生活できる。
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A3判用紙両面１枚に収めてください。



別紙１（様式）

（１
）完

家庭学習の
中間検証

・自主学習の
取り組み見
直し
・生活実態調
査の見直し学級で児童

へ説明

夏休みの家

庭学習の集

約

人権参観日

実態調査の実

施

・チョモランマ読書活動

研究主題の
確認、PTA
総会で説明

・基礎学力定
着状況の確
認と生活実
態調査の見
直し
・学習方法等
の検討

・平成27年度
の学校経営
計画確認

PTA役員会や参観日で周
知徹底

学校評価の実施

・授業づくり実態検証「授業力診断シート等での評価」
・さくら学級授業研（11月）
・学習発表会（12月）

学校図書館の環境整備Ⅱ

・チョモランマ読書活動

・読書祭り

教育活動実施後の検証及び次年度に向けてのプラン作成

学校評価分
析
開かれ学校
づくり委員会
で検証

学校図書館の

環境整備Ⅲ
年間目標達成
状況調査

生活実態調
査、意識調

査、授業力
診断シートで
の検証、分
析

・参観日に懇談
・実態調査の実施

冬休みの家

庭学習につい

て

実態調査の
実施

・家庭学習の有効な取組実施（家庭学習強化週間　月１回）
・夏休みの家庭学習集約

参観日に懇談

教育活動実施後検証
各教科等の年間指導計画

の見直し

１学期の取
組み検証・今
後の確認

全国学テ・標準学力調査を
いかした取り組み

健康教育

【保健主事】

・生活実態調査で「運動が好き」の児童の割合
70％以上
・生活実態調査目標達成者80%以上（目標2.5 満
点3）
・「早寝・早起き・朝ご飯」の目標達成100％(目標
2.5 満点+3)

　部活動

　【　　　　　　　　　　　　】

・避難訓練の
実施

・生活実態調査実施・分析・啓発活動の推進(調査学期1
回）
・早寝・早起き・朝ご飯活動の啓発
・むし歯予防につとめる（歯磨き指導）

防災・安全教育

【生徒指導担当 】

・防災・安全教育の実施
・安全管理の徹底
・防災・安全に関する組織づくり

・いじめ防止の取り組み

・避難訓練の実施（学期に1回）
・安全点検（学期に1回）
・安全見回り・補修（毎日）

・危機管理マニュアルの見直し
・学級生活アンケートの実施（学期に1回）

・生活改善の取組
・歯磨き指導

・施設・設備の点検整備
・防災のための組織づくり

・防災・安全に関し、家庭、地域社会と連携した取り組み
・参観日等での啓発活動

・交通安全運動
・休み中の安全教育（12月）

・防災・安全
教育の見直
し

・いじめ防止
の取り組み
検証

・防災・安全に関し、家庭、地域社会と連携した取り組み
・参観日等での啓発活動

・南海地震についての学習
・アンケートの実施

・南海地震についての学習
・アンケートの実施

学校図書館の環境整備Ⅰ

・読み聞かせ活動実施
・ 図書館の授業への活用促進

学校図書館活

動についての
中間検証

・交通安全教室の実施
・避難訓練の実施

いじめアンケート
Q-Uの実施
学級の実態把握・検証

道徳授業・授業評価
人権参観日(11月)

・体育集会（週1回）
一輪車

・図書館の授業への活用
・読み聞かせ活動

・道徳・人権の研修実施
・授業実践（道徳的心情、実践力育成）
・市道徳研（授業研11月）
・ショートコメントコンテスト

・水泳教室

非常勤講師授業5,6,7月

生活実態調
査の実施Ⅰ

・生活実態の
評価と見直し

・保護者への
啓発

・参観日等での懇談（基本
的な生活習慣、運動習慣）
・保小連絡会

・水泳記録会

３　「２」の目標を達成するための具体的な取組（項目別）　　　※各項目内の枠の区切り方や「スケジュール」の時期の示し方は、適宜設定してください。

評価指標に対する到達状況
及びその理由、その要因

次年度に向けての
重点的な取組４月 ５月

・授業評価の
総括と次年

度の課題の
確認　　　　　　　　　　・学習状況の検証結果を授業へ生かした取組

・学テ等研修会（9月、1月）

冬休みの家

庭学習につい

て

実態調査の
実施

基礎学力向上の取り組み（漢字・計算）

スケジュール　　※いつ、何を行うかの目安を記入してください。　

基礎学力の
中間検証

２月 ３月１１月 １２月 １月８月 中間検証（改善のために行う今後の重点） ９月 １０月

学校評価・・・
授業につい
ての中間検
証

学習の定着
状況確認・活
用方法

・基礎学力向上の取り組み（漢字・計算）

授業につい
ての終検証
開始

・生活調べ　家庭学習について全員目標達成
・家庭学習をしている児童の割合60%以上

・学年の家庭学習の目標達成者の80%以上
・予習・復習の自主学習を1日1ページ以上

読書活動の推進

【図書担当】

・全校読書タイムの設定

・ボランティアによる読み聞かせ活用の推進
・年間読書到達目標を設定する。（チョモランマ読書）
・授業で図書館を活用する。

・ボランティアによる「読み聞かせ」（月2回）

・読書の年間目標・・・8848ページ
・生活実態調査で、毎日読書をしている児童の
割合80%以上
・調べ学習で図書室を利用した授業を実施(各学
級年3回以上)

学力向上のため
の組織的な校内
研修等の取組

【　研究主任　　】

・教育目標具現化に向けた目的と目標、手立ての明確
化
・学校経営参画の意識付け
・学校経営方針を基に、具体的取組を計画し共通認識
を図って、研究推進にあたる。
・児童や保護者、地域に、目指す学校像や児童像を明
確に示す。
・学テ、到達度把握検査の分析と改善の取り組み

・学校評価アンケートで「授業がわかりやすい」の
項目で肯定的評価(児童、教職員80%以上)
・学校たより(月１回)やホームページ（更新週３回
以上）で知らせる。
・学テ、到達度把握についての研修会（年3回）

６月 ７月

・開かれ学校づくり委員会や参観日で説
明

子どもにわかる授

業づくり

【　研究主任　　】

「教育計画」「教科経営案」
の作成

全国学テ・到達度把握調査
（自校採点・分析）

家庭学習の

時間・内容の
確認

・家庭学習の有効な取組実

施（家庭学習強化週間設
定　毎月1週間）

課題解決を図るための項目 主な取組内容 取組内容の評価指標

・研究授業を行い、実践を通して複式授業のあり方や授
業のスタンダード化を図る。
・講師を招聘しての公開授業研を実施し、複式授業の改
善を図る。

・国語学習シートや算数単元テストを理解把握と定着の
両面で活用する。
・授業力診断シートを活用し授業改善を図る。

・ICTを活用した授業の実施（算数科毎時間)
・授業のスタンダード化を図る。
・単元テストの結果・・・県平均以上
・一人学習の手引きを作成し活用する。

・授業力診断シートの評価平均3.5以上

基礎学力の定着

を図る取り組み

【　研究主任　　】

・漢字力向上の取り組み
・計算パワーアップ
・金曜くぼつっ子（毎週1時間）の基礎計算学習
・外国語教育の充実

・1年から自分の学年の漢字・・・100点
・各学年の計算問題・・・100点

実態調査の
実施

体育・体育的活動
の充実

【　体育主任　　】

・朝マラソンの目標
・一輪車の目標達成100%
・生活実態調査で「運動が好き」の児童の割合
100％
・生活実態調査目標達成者100%以上
・「早寝・早起き・朝ご飯」の目標達成100％

・朝マラソンの実施、一輪車名人の実施
・生活実態調査実施・分析・啓発活動の推進
・早寝・早起き・朝ご飯活動の啓発
・生活点検の実施

「道徳」「人
権」の指導計
画の作成
・道徳の公開
授業実施

・いじめアンケート
・Q-Uの実施
・結果分析と学級づくりへ
の活用
・算数・数学オリンピック

道徳授業の
意識調査実
施

道徳の指導
計画の見直
し
学級づくり
（成果・課題）

道徳授業・授業評価

保護者への
啓発

道徳授業（参
観日）

図書館の活用・

読書の目標設
定

・スポーツテ
スト

体力テストに
ついて

テストに関す
る確認

泳力向上の取り組み
体育授業の改善

道徳教育の推進

【道徳教育推進教諭】

・人権参観日の実施
・道徳・人権の授業研究を行い、研究を深める。
・道徳意識調査の実施
・授業力診断シートを活用した授業改善を図る。
・Q-Uを実施し、学級づくりに活用する。
・キャリア教育の推進

・各学級、人権・道徳の公開授業年１回以上
・道徳意識調査の結果、大項目平均3.1以上
・道徳の授業力診断シートの評価3以上
・Q-Uの診断結果、満足群の児童割合100%以上
・自己の将来に向け、目標を決め挑戦し達成す
る。

体育授業の充実

【　体育主任　　】

・体育の授業に体力向上の運動を位置づける。
・非常勤講師による体育授業

・体力テストの判定全児童B以上
・非常勤講師による授業（水泳授業5回、陸上5
回）

予習・復習の質と

量を高める取組

【　研究主任　　】

・家庭学習の目標時間の設定（学年×10分+10分）
・自主学習に取り組む

・家庭学習強化週間を行う（月1週間）
・家庭と連携して学習習慣の改善を図る
・生活実態調査の実施

研究課題・内
容・方法の確
認

・「授業力診断シート等での
評価」・・・実態把握
・複式授業の改善と取組み
・5,6年授業研（6月)

学校便り等
で2学期の説
明

学級で児童
へ説明

人権参観日保護者への
啓発

・生活改善の取組
・歯磨き指導

生活実態調
査の実施・検
証Ⅰ

・保護者への
啓発

・参観日等での懇談（基本
的な生活習慣、運動習慣）

・救急法の実施
・防犯教室の実施

・体育科年間
指導計画の

見直し
・体力づくり
についての
総括
・生活実態調
査の評価と
見直し

非常勤講師授業　9,10月

・体育集会（週1回）
一輪車

・参観日等での懇談（基本的な生活習慣、運動習慣）

生活実態調
査の実施Ⅱ

泳力向上の取り組み
体育授業の改善

運動に関す
る実態調査・
検証

・施設・設備
の点検見直
し

・防災組織の
総括
・アンケート
の実施

・防災・安全・
いじめ防止
についての

総括と次年
度に向けた
取り組み

・参観日等での懇談（基本的な生活習慣、運動習慣）

生活実態調
査の実施・検
証Ⅱ

・避難訓練の
実施

・施設・設備
の点検

体力づくり月間
・陸上記録会（10月）

　
縄跳び実技指導

道徳の指導
計画の改善
道徳の授業
のあり方確
認

・本年度の総
括と次年度
の方向性確
認

知

徳

体

命


